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この研究では、日本の移民政策の必要性とその進化について考察しました。日本は現在、

人口減少と生産労働人口の減少という深刻な問題に直面しており、さまざまな職種において

人材不足が顕著になっている。特に、日本の伝統的なライフスタイルを保ちつつ労働力を確

保するためには、移民の受け入れが不可欠であるという結論に至りました。 

 研究を通じて得た知見として、移民の受け入れは単に労働力を補充するためだけではな

く、日本社会に新たな刺激や活力をもたらす重要な要素であるという点が挙げられている。

移民は多様な文化や視点を持ち込み、日本の社会や経済を豊かにする可能性がある。これに

より、経済大国である日本が抱える衰退の傾向を緩和し、さらなる発展を促進することが期

待される。 

 また、移民政策を進めるためには、日本側による受け入れ態勢の整備が不可欠である。外

国人に対して親しみやすく、安全な環境を提供することが、移民の受け入れを成功させる鍵

となる。同時に、多文化共生の考え方を社会全体で理解し、受け入れる意識を高めることも

必要である。このようなアプローチが、経済や文化の両面での活性化につながると考える。 

 結論として、日本は移民受け入れの必要性を真剣に考慮し、多文化共生を推進することが

今後の成長において極めて重要であると示唆される。移民を単なる労働力として位置付ける

のではなく、社会の一員として迎え入れることで、今後の日本社会が豊かに成長することを

期待されている。このようにして、より多様性に富んだ、持続可能な社会を築くことが可能

になると考えた。 


